
市民講座

ちがさき市民大学/世 界に果たす日本の貢献

照 屋 行 雄

1ち が さ き市 民 大 学 の 概 要

神奈川 県茅 ヶ崎 市では、市民の生涯 学習推進 の一環 と して、2001年 度 に 「ちが さ

き市民大学」を開設 した。市民大学 の主な趣 旨や 目的は、次の とお りとなってい る。

①"市 民による市民のための大学/fと して市民の多様な学習ニーズにこたえること

② 地域社会および国際社会の良き市民 として自主的に学ぶ 自己学習の場 となること

③ 市民の参加 と自由性を重ん じ、行政の支援 を得つつ市民主導の運営を目指すこと

④ 高度な知識 と技能を獲得 し、専 門的かつ継続性のある学習の機会 とす ること

市民大学 は、学長(教育長)の下に市民参加 に よる企画運営委員会 を設置 し、事務

局の茅 ヶ崎市教 育委員会の支援 を得 て運営 されてい る。 そ こでの学習課題 も しくは

学習内容 は、次の よ うになってい る。

① 市民の ライフステー ジに対応 した生活課題 と内容

② 地域性 を活 か し、市 民の学習 ニーズに応 え うる課題 と内容

③ 人権、環境 、教育、福祉 、国際化、情報化、男女共 同参画社会 な どの現代的

課題

また、学習の形態お よび学習方法 は、次の よ うに運営 され てい る。

① 芸術文化 コース 芸術、文学、歴史な ど

② 社会生活 コース 少子高齢化 、福祉 、環境 、男女共 同参画社会 な ど

③ 講座 開設 セ メスター制 を採用 し、前期6回 、後期6回 の連続講座

ちが さき市民大学は、 これ まで3年 間で6セ メスターを運営 している。2003年 度

については、前期講座 として統一テーマ 「学びのすす め一 教育 の源流 を探 る一 」を開

設 し、また、後期講座 として同 「世界 に果 たす 日本の役割 国際貢献 を中心に一 」

を開設 した。
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22003年 度後 期 講 座 の 支 援

ちが さき市民大学企画運 営委員会 よ り12003年 度後期の講座企 画に当たって、国

際経営研究所の所長(照 屋行雄/筆 者)に 対 して、企画案 の作成 並びに講師陣の組

織化について、2003年7月 に相談 と要請 があった。

当研究所 としては、地域交流および産公学連携 の事業を推進 しているところか ら、

そ の重 要 な一環 と して ちが さき市 民大学 の要請 に積極 的に対応 す る ことと した。

2004年2.月 ～3月 に実施の後期講座 の企画案(統 一テーマや各講座個別テーマ、並

び にその狙いや概 要)は 、次 の とお りである。

① 統一テーマ 「世界 に果たす 日本 の役割一 国際貢献 を中心に一」

② 個別テーマおよびその概要

第1回 「国連の現状 と日本 の役割 」

国際社会 の中で、世界 の平和 と安全 を維持す るために国連 が果た してき

た役割 と限界 について最近の国際紛争 の実例か ら学び、国連 にお ける日本

の貢献度 を分担金 お よび活動状況 な どの面か ら学習す る。

第2回 「政府 開発援助(ODA)の あ り方」

日本 の戦後の復 興を資金 的に支 えたODAの 果 た した役割 は大 きかった。

その後 、 日本 は援助 国にな り、アジアの国々の経済的 な発展 に影響 を及ぼ

した。 日本 の援助 の活用例 と実際 に援助 を行 って い る,FICAな どの取 り組

み につ いて現状を知 り、今後 のODAの あ り方 について考 える。

第3回 「NGOに よる国際貢献」

NGO/NPOな ど国際社会で注 目され ている市民活動団体の実状 を知 り、

国際機構や政府 とは異な る立場 の国際協力のあ り方 としてその存在意義 を

学び、民間 レベル の国際協力 の可能性 について考 える。

第4回 「産業の国際化 」

高度成長期か ら現在まで、 日本 の産業構造 が円高や外圧 な どによ り変化

した経緯 をた どり、現在直面 してい る経済上の問題点 を整理 し、世 界市場

の 中で どのよ うな変容 を遂げてい くべ きかについて可能性 を考 える。

第5回 「生活文化 の国際化」

人や物 資の交流 が進 み、 われ われ が生活 の国際化 を享受す る一方 で、

SARSな どの感染症 やBSEな どの新 たな脅威 が出現 し、生活 の安全保 障が脅

か され ている。 日常生活の国際化 につ いて学び、新たな脅威 に対 して どの

よ うな取 り組 みが必要か を考 える。
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第6回 「海外 か ら見た 日本」

海外で評価 され てい る 日本 の文化、例 えばマ ンガな どを通 して 日本 的な

価値観が海外で どのよ うに受 け入れ られ ているか を学ぶ。 また、 日本 や 日

本人 が海外や外国人か らどの よ うに評価 されてい るかについて外 国人か ら

聞いて知 る。

3講 師 陣 の組 織

後期講座 の講師陣 と して、次 の よ うな6名 の講師を組織 した。その際、基本的な

プ ロフィール と主た る推薦理由を付 して推薦 し、本 人の協力 ・支援 な ど各種 のコー

デ ィネー トを行 った。講師陣6名 の組織 に当た っては、神奈川 大学 国際経 営研 究所

のスタ ッフか ら3名(経 営学部教授)お よび経営学部 の特任教授1名 を講 師 として

派遣 し、協力 を得た。

筆者が コーデ ィネー トした各講座 の講師、プ ロフィール 、推薦理 由お よび講演 の

ポイン トを示せ ば、以下の とお りである。

第1回(2月14日)「 国連の現状 と日本 の役割」/石 積 勝 氏

〈講演 ポイ ン ト〉

・国連 の役 割 ・貢献 と限 界

・最 近 の 国際紛 争 と国連

・日本 の安 全保 障 と国連

・国 連 の財 政 と 日本 の分 担金

・国連 の活 動 と 日本 の貢 献

<p師 推薦 理 由>

Q

②

③

第2回(2刀21日)

〈講 演 ポイ ン ト〉

・政 府 開発援 助 の仕組 み と規模

・ODAと 日本 企 業 の海 外進 出

・JICAのODA取 り組 み

・ODAの 問題 点 と課題

・今 後 の 日本ODAの あ り方

〈講 師 プ ロフ ィール 〉

・い しず み ま さる(53歳)

・神 奈川 大 学 経 営学 部 ・大 学院 教 授

・国 際 関係 論(国 際機 構 、 政治 文 化)

・トロン ト大 学 政 治学 部 大 学 院修 了

・国連 事務 局 ニ ュー ヨー ク本部 勤 務

国連 を中心 とした国際機構論 を専攻 し、政治文化論 を研 究 してい ること

国連事務局で、主に経済援助活動に従事す る実務経験 を持 ってい ること

国際会議 でのパネ リス ト等の多彩な活動 と豊富な人脈 を築いてい ること

「政府開発援助(ODA)の あ り方」/嘉 数 啓 氏

〈講 師 プ ロフ ィール 〉

・か かず ひ ろ し(60歳)

・日本 大 学 生物 資 源 科 学部 教授

・地 域 経 済論(国 際比 較 、開発 援 助)

・ネ ブ ラ スカ 大学 院 修 了(PhD>

・ア ジア 開発 銀 行 援 助 局 専 門官
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〈講師推薦理 由 〉

① グローバルな視 点での地域経 済論や発展途上国論 の第一人者 であること

② アジア銀行等でODAの 国際的取組みについて実践 し、精通 していること

③ 開発金融公庫等での開発援助 のあ り方に関す る決定 に参加 してい ること

第3回(2月28日)rNGOに よる国際貢献」/今 田 克 司 氏

〈講i演ポイ ン ト〉

・NGOの 役割 と国 際貢 献

・日本 に お け るNGOの 現 状

・NGOの 活動 実態

・民 間 国際 交流 の展 開可 能性

・政 府 ・国際機 関 とNGOの 役 割 分担

く講 師推 薦理 由>

0

0

Q

第4回(3月6日)「 産業 の国 際化 」/田

く講 演 ポ イ ン ト〉

・日本経 済 の 国際化 推 移

・産 業 国 際化 の現状

・日本企 業 の国 際経 営 戦 略

・国際企業環境の変化 と日本企業の対応

・日本産 業 の 構造 改革 と国 際 的展 望

〈講 師推'JIL理由 〉

①

0

③

第5同(3月13日)「 生 活文 化 の国 際化 」/

〈講 師 プ ロフ ィール 〉

・い ま だ か つ じ(42歳)

・日米 コ ミュニ テ ィー ・エ クス チ ェ

ンジ(JUCEE)代 表

・UCバ ー ク レー 校 公 共政 策 修 士 号

・CSO(市 民社会組織)連 絡会事務局長

アメ リカでのNPO設 立 を踏 まえて、NGOの 組織 と役割 に詳 しいこ と

NPOの マネ ジメン トお よび産官学 の連携 に実践的に取組 んでいるこ と

CSO連 絡会 を運営 し、民間国際協力のあ り方 を常に探求 しているこ と

中 則 仁 氏

く講 師プ ロフィール 〉

・たなか の りひ と(49歳)

・神奈川 大学経営学部 ・大学院教授

・国際経済学(多 国籍企業論)

・慶磨義塾大学大学院博 士後期課程

・カンザス大学経営学部客員教授

日本経済の国際化 と日本企業の国際的展開を研究 して、成果が多い こと

アジアやEU諸 国等海外 での企 業実態調査や事例研 究が豊富であ ること

日本経済 ・産業 の問題点 と変革につ いての整理 と解説 が明快であ ること

加 藤 薫 氏

〈講演 ポイ ン ト〉

・消費生活 ・社会文化の国際化

・食 の安全保 障 と社会の秩序防衛

・外 国における 日本文化 の理解

・国際的脅威 への対応

〈講 師 プ ロフ ィー ル 〉

・か と う か お る(54歳)

・神 奈 川 大 学経 営 学 部 教授

・ラテ ンア メ リカ 美 術 史(生 活 文化)

・メ キシ コ 自治 大 学 院修 了(UNAM)
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・異文化 間相互理解 の将来 ビジ ョン ・国連大学RGSコ ンサル タン ト

〈講師推薦理 由〉

① 現代美術や植 民地文化 を専門 とす るが、生活文化の国際化 に詳 しい こと

② ボランテ ィア、防災 ・環境保護 等の社会文化 的活動を実践 してい ること

③ 国際化の 中の生活文化 の運営 に関す る将来 ビジ ョンを提示 してい ること

第6同(3月20日)「 海外か ら見た 日本 」/

〈講演ポイ ン ト〉

・日本社会の特徴(論 理 と構造)

・日本人 の国際理解

・日本国内での外国人対応

・日本人の海外での社会適応

・日本に期待 され る国際貢献

く講師推薦理 由>

Q

②

③

④

ゲ プ ハ ル ト ・ヒー ル シ ャ ー 氏

く 講 師 プ ロ フ ィ ー ル 〉

・GebhardHielscher(68歳)

・ジ ャ ー ナ リス ト、 ドイ ツ弁 護 士

・国 際 法 務
、 国 際 労 働 、 マ ス コ ミ

・フ ラ イ ブ ル グ 大 学 法 学 部 卒 業

・日本 外 国 特 派 員 協 会 会 長(94-95)

ジャーナ リス トとして長年 にわた り、 日本 と日本人を観察 してい ること

異文化間摩擦や相互理解 のあ り方についての高い見識を持 ってい ること

労働 ・生活問題 を中心に各種委員を務 め、 日本 の社 会制度 に詳 しい こと

流暢 な 日本語を駆使 し、多 くの大学 で世界の中の 日本を語 ってい ること

4後 期 講 座 の 成 果

ちが さき市民大学の2003年 度後期講座(2004/2/14～3/20、6回 連続 講座 〉は、

統一テーマ 「世界 に果たす 日本の役割一 国際貢献 を中心に一 」の下に様々な視点か

ら、多彩 な内容 の講座 となった。茅 ヶ崎市 に居住 もしくは在勤す る市民が各 回平均

110名 が受講iした。筆者 も、ス タッフ ・コーデ ィネーター としての責任 もあ り、第3

回の講座 を除いて開講式を含 め毎回出席 し、受講市民 とともに学習す る貴重な機 会

を得た。

受講生 には、出席状況な どの評価 に基づ き、講座終了後学長 よ り修 了証書 が授与

され た。講座 に対す る受講生の評価 ア ンケー トが作成 ・提出 されたが、全体的には、

今回の講座 企画お よび講義 内容 につ いては、おおむね高い評価 が示 されてい る。 国

際社会 にお ける 日本の役割や貢献のあ り方 にっ いて、多 くの市民が高い関心を持 っ

てい ることがよく理解 で きる。

ア ンケー トに見 る個別 の意見 を幾っ か紹介すれ ば、以下の とお りである。

・ 大変 よい企画で あった。昔は度 々海 外に出か けたが、最近の国際情勢 とそ の
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中における 日本 の立場が随分変わった と感 じた(70歳 代)。

・ 生活文化の国際化が、各面 で意外なほ ど進展 していることが、事 実 として よ

く理解 できた(70歳 代)。

・ 興味あるテーマ について、様々な視点か ら解説 して頂 き、 ものの見方が系統

立ててできるよ うにな ったよ うな気がす る(60歳 代)。

・ 国連 の現状 と日本の貢献 の講座 内容 は大変興 味深 く、何回か に分 けて じっ く

り勉強す る機会 が欲 しいほ どであ る(60歳 代)。

・ 多彩 な講 師陣を編成 した ところに今回の講座 の特徴 があ り、各分野の第一人

者 の話が聞 けて満足であった(60歳 代)。

・ 講師 陣には若い先生方 が多 かったが、独 断的な考 えや 内容 に陥 らず、専門家

として時代 の流れ を示唆す る講義 であった(60歳 代)。

・ 外 国人の ヒール シャー氏 の話は、単 に 日本語 が上手であるのみな らず、講義

の進 め方 が よく整理 されてい るよ うに感 じた(60歳 代)。

・ 新 聞やテ レビのニ ュースな どでは得 られ ない情報や考 え方が修得 できた。 ま

た、講師の主張や見解が明快 で、政治的な問題 もず ば り発 言 されたので痛快

であった(60歳 代)。

・ 産業の国際化 に関す る講座 は、内容の難 しさにもかかわ らず、講師の説 明や

話 の仕方 が大変わか りやす く、現状が よくわかった(60歳 代)。

国際経営研 究所 では、今 回の ちが さき市民大学への企画支 援 ・スタ ッフ派遣 の成

果 を基礎 に、今後 ともこの種の地域交流や地域貢献 に積極的 に取 り組みたい と考 え

てい る。

なお 、今回の第1回 講座 を担 当され た石積 勝先生に、講座 で2時 間 にわたって

話 され た講義 を総括 し、内容 を整理 して頂いた。講師を務 め られ た石積先生 ご自身

で、 自分の講義 を振 り返って頂 くとい うユニークな試 み となった。 その概 要を次 に

掲載す ること とす る。
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